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どうぞ、ご自由にお持ち帰りください。
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医療機関の先生方へ

○水曜日のみ午後受付あり 午後3時～4時(新患・再来)栄 養 科

放 射 線 科

地域連携室

放射線科の診療は完全予約制となっております。

放射線科検査についてのご相談は
放射線科 中村 洋 医師まで 083-901-6551

CT・MR・Rlは直接ご予約できます。

予約受付CT予約 083-901-6149
MR予約 083-901-6151
Rl予約 083-901-6154

月曜日～金曜日
午前８時30分～午後６時

(※心筋シンチ・冠動脈CTについては内科:循環器科にご紹介ください。)

糖尿病・高脂血症・減塩等の栄養指導、個人指導・糖尿病教室はお電話にてご予約をお受けいたします。

予約受付 (月曜日～金曜日 午前8時30分～午後6時) TEL 083-901-6177

「Life～ライフ～」 ・ その他病院に関するご意見・ご要望等は、病院内に設置しております 「ご意見箱」 にご投函いただくか、病院宛にご郵送ください。

予約受付 (月曜日～金曜日 午前8時30分～午後6時)

TEL 083-901-6187 FAX 083-928-3357
E-mail:renkei@yamaguchi.saiseikai.or.jp

担当 河嶋 裕子

患者さんのご紹介予約は、FAXにてお受けしております。詳し
くは地域連携室へお問い合わせいただくか病院ホームページ
をご覧ください。

* 印は非常勤医師

平成29年 4 月 25 日現在

済生会山口総合病院 外来医師担当表
●各科外来の受付時間は 午前8時30分～11時

診療開始時間は 午前9時～(曜日等により異なる場合あり)
急患の場合はこの限りではありません。

●都合により代診・休診とさせていただく場合があります
のでご了承ください。

毎週火曜日 上杉尚正 医師の診察となります。【専門外来】○乳 腺 外 来 午後０時～午後１時

腎 臓

循環器

内 科

083-901-6102

２診外 科

083-901-6107

耳鼻咽喉科
083-901-6124

脳神経外科

083-901-6109

整 形 外 科
083-901-6108

産 婦 人 科
083-901-6122

眼 科
083-901-6123

１診

１診

１診

１診

１診

１診

１診

初診

再診

○毎週水曜日 午前９時～午前11時 非常勤医師の診察となります。

○火曜日 午前10時～診療開始 非常勤医師による診察となります。

【専門外来】○神経内科 毎週水曜日 古賀 道明医師の診察となります。＊

小 野 史 朗
(循環器内科)

小 野 史 朗
(循環器内科)

白 上 巧 作
(腎臓内科)

金 本 将 司
(循環器内科)

塩 見 浩太郎
(循環器内科)

塩 見 浩太郎
(循環器内科)

金 本 将 司
(循環器内科)

赤 川 英 三
(循環器内科)

今 井 剛
(腎臓内科)

藤 田 直 紀
(糖尿病・血液内科)

村 木 和 彦
(糖尿病・血液内科)

原 田 稔 也
(消化器内科)

石 垣 賀 子
(消化器内科・胆膵)

花 田 浩
(肝臓内科)

輪 番 制

國 近 英 樹
(循環器内科)

髙 橋 剛
(消化器･乳腺外科)

郷 良 秀 典
(心臓血管･呼吸器外科)

神 保 充 孝
(呼吸器外科)

斎 藤 聰
(血管外科)

髙 橋 剛
(消化器･乳腺外科)

竹 野 研 二 竹 野 研 二 竹 野 研 二

北 原 哲 博

三 原 修 三

岸 本 哲 朗

城 甲 啓 治 大 場 一 生

古 谷 信 三

北 原 哲 博

大 野 晃 靖

古 谷 信 三 古 谷 信 三古 谷 信 三

休 診

城 甲 啓 治 大 場 一 生

白 上 巧 作
(腎臓内科)

村 木 和 彦
(糖尿病・血液内科)

今 井 剛
(腎臓内科)

白 石 龍
(消化器内科)

藤 田 直 紀
(糖尿病・血液内科)

國 近 英 樹
(循環器内科)

岸 本 哲 朗
(脊椎・人工関節)(肩関節・外傷)

三 原 修 三

大 野 晃 靖
(手足の外科･末梢神経･外傷)

赤 川 英 三
(循環器内科)

佐 藤 正 史
(心臓血管･呼吸器外科)

小 林 俊 郎
(心臓血管外科)

※完全紹介予約制大 中 博 司
(脊椎・外傷)

井 上 裕 文

○木曜日は手術日のため午前のみの診察となります。

毎週水曜日 斎藤 聰 医師の診察となります。○下肢静脈瘤外来 午前８時30分～午前11時

休 診 休 診＊ ＊休 診 非 常 勤 医 師 非 常 勤 医 師

※完全紹介制

毎週金曜日 髙橋 剛 医師の診察となります。午後２時～午後３時

竹 野 研 二

小 児 科
083-901-6106

１診

【乳児健診・予防接種】 午前10時～午前11時

休 診休 診＊ 非 常 勤 医 師

＊ 非 常 勤 医 師皮 膚 科
083-901-6110

休 診

※完全紹介予約制

○２診 機能神経外科 第１月曜日 完全予約制

○竹野医師 午前９時～ 診療開始

＊ 非 常 勤 医 師

診療科名 月 火 水 木 金

(午後２時～)

※呼吸器内科、
神経内科、
完全紹介予約制

※ 完 全 予 約 制

井 上 裕 文
(脊椎・外傷)

大 中 博 司

○大中医師 水曜日は午前のみ

(脊椎・外傷)

湧 田 幸 雄湧 田 幸 雄

《用語の解説》

☆完全予約制…事前に予約をお取り頂くことが必要な外来
☆完全紹介制…医療機関からの紹介（紹介状の持参）が必

要な外来
☆完全紹介予約制…医療機関から事前に地域連携室へご連

絡の上、紹介の予約をお取り頂くことが
必要な外来

※完全紹介制

休 診 休 診

＊ 非 常 勤 医 師

＊ 非 常 勤 医 師

休 診

消化器

呼吸器

糖尿病･
血 液

＊ 非 常 勤 医 師 ＊ 非 常 勤 医 師 ＊ 非 常 勤 医 師
(午後２時～) (午前９時～午後０時) (午後２時～)

伊 藤 英 昭

＊輪番制…４名の消化器医師が交替で診療を行います。

＊

２診

非常勤医師による診察となります。

○北原医師 【受付時間】午前８時30分～10時

＊ 非 常 勤 医 師

泌 尿 器 科
083-901-6120

安 藤 亮太郎
(腎臓内科)

＊ 非 常 勤 医 師
(午前９時３０分～)

休 診

金 本 将 司
か ね も と ま さ し循環器内科部長

内科医として、また

循環器内科医とし

て、適切な診断、治

療を行い、微力では

ありますが、地域の

医療に貢献できるよ

うに努めます。

理 念 ： 私たちは地域社会に信頼され、 質の高い医療を提供します。

一、急性期病院として地域医療機関との連携を

積極的に推進します。

一、良質の医療サービスを提供します。

一、目標達成のため自己研鑽につとめます。

基本方針 患者さんの権利

1. 平等で適切な医療を受けること
2. 尊厳が守られること
3. 医療に関する説明や情報の提供を受けること
4. プライバシーが守られること
5. 自らの意思で医療を選択すること

医療費に関する
ご相談をお受けしています

当院では、社会福祉法にもとづき、生計困難者に対して、無料または

低額の費用で適切な医療を受けていただけるよう支援を行っています。

医療社会事業室

TEL 083-901-6268(直通)

白 上 巧 作
し ら が み腎臓内科部長

臨床・研究に頑張

り、患者様のお役

に立てるよう努力

します。

吉 冨 亮 介
よ し と み循環器内科医師

地域の皆様の健康

のため、日々診療

に取り組んで参り

たいと思います。

山 本 優 里
や ま も と ゆ う り臨床研修医

この4月からお世話

になります。

今はまだ右も左もわか

らない状態ですが、一

日でも早く地域の皆さ

んに信頼される医師に

なれるよう日々努力していきます。こ

れからよろしくお願いいたします。
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窓 口

こ う さ く

りょうすけ

須 藤 優 太 郎
す と う ゆ う た ろ う臨床研修医

初めまして、これか

ら2年間済生会山口

総合病院で研修させ

て頂きます。

持ち前の元気と、山

口県への愛をフル活

用し、皆様のお役に立てるよう全力を

尽くします。宜しくお願い申し上げま

山 本 一 太
や ま も と か ず ひ ろ臨床研修医

4月から2年間、済生

会山口総合病院にて

研修することになり

ました。まだ国家試

験に受かったばかり

の未熟者ですが、自

身が大きく成長するために、また、地

域医療に貢献するために全力で頑張っ

ていきたいと思います。よろしくお願

いいたします。

水 井 明 李
み ず い あ か り臨床研修医

4月から当院で研修

医として働かせてい

ただきます。

山口県宇部市出身で

す。山口県の医療に

貢献できるよう一生

懸命頑張りますので、どうぞよろしく

お願いいたします。

し ろ し た あ も ん臨床研修医

これから2年間、

お世話になります｡

出身大学は山口大

学で、物心ついた

時からずっと山口

にいます。不慣れ

な点が多く、ご迷惑をおかけするこ

ともあると思いますが、ご指導いた

だけると幸いです。日々努力して一

日も早く立派な医師になりたいで

す。よろしくお願いいたします。

城 下 亜 文



平成27年８月１日より、喫煙・受動喫煙による健康被害を防ぐために
病院敷地内全面禁煙（建物内・駐車場及び車内を含む）を実施してお
ります。皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

肺がんは、男性では胃がん、前立腺がん

に次いで3番目、女性では乳がん、胃が

ん、大腸がんに次いで4番目に多いがんで

す。ここ30年あまりの統計をみると、肺が

んの罹患率は男女とも年々増加しており、

今後も増加が見込まれています。また、肺

がんによる死亡率は、罹患率の増加に伴っ

て増加しており、肺がんは男性の死因トッ

プとなっています。女性の死因も大腸がん

についで多くなっています。肺がんと診断

されてから5年後に生存している人の割合

は、男性では25%、女性では41%で、診

断時の病期にもよりますが、他のがんと比

べて肺がんの予後はよくありません。

肺がんになる最大のリスク要因は喫煙で

す。喫煙により、タールなどに由来する多

くの化学発がん物質が体内に入り、がんを

誘発すると考えられています。喫煙開始年

齢が若いほど、また喫煙量が多い程、肺が

んに罹患するリスクは高くなります。喫煙

者は非喫煙者の4倍以上、肺がんに罹患し

やすくなります。禁煙すれば、20年後の肺

がんに罹患するリスクは、非喫煙者と同じ

程度まで下がります。

肺がんは原因となるがん細胞の違いによ

り、小細胞肺癌と非小細胞肺癌に分けられ

ます。小細胞肺癌は肺がん全体の20%程度

ですが、転移しやすく、進行が早いがんで

す。抗がん剤や放射線治療によく反応しま

す。一方、非小細胞肺癌は肺がん全体の

80%を占めます。非小細胞肺癌は腺癌、扁

平上皮癌、大細胞癌などに分類されます。

一般的に非小細胞肺癌の方が、小細胞肺癌

に比べるとゆっくり進行することが多いと

言われています。

肺がんの治療法は、大きく分けて局所療

法、全身療法、対症療法の3つに分類でき

ます。局所療法には、外科治療や放射線治

療があります。外科治療は、がん細胞を手

術で取り除く治療です。一般的には開胸で

手術を行うことが多いですが、当科では胸

腔鏡を用いて根治手術が可能です。胸腔鏡

下手術は傷が小さいため、体にかかる負担

が少なく、術後の回復も早いという特徴が

あります。放射線治療は、X線などの放射

線をがんに照射し、がん細胞を死滅させる

治療法です。一方、全身療法には薬物療法

があり、抗がん剤や分子標的薬、また最近

では免疫チェックポイント阻害薬を使っ

て、がん細胞の増殖を抑えたり、がんの増

殖や転移に関わる遺伝子や蛋白質などを阻

害する方法です。また、対症療法は、がん

の原因を除去するのではなく、症状を和ら

げたり、なくしたりする治療で、緩和医療

とも言います。これらの治療は、がんの分

類、進行度、年齢、全身の状態などを考慮

し、患者さん自身に最も合った方法が選択

されます。当院では内科、外科、放射線科

と連携し、いずれの治療も行うことが可能

です。

図１ 部位別にみるがん罹患数

神 保 充 孝

外科部長
じ ん ぼ う み つ た か

（専門：呼吸器外科）

肺がんは、男性では3番目、女性では4番目に診断され
る人の多い疾患です。

図２ がん部位別 ５年生存率
診断時の病期にもよりますが、他のがんと比べて

肺がんの予後はよくありません。

図３ 細胞別にみる肺がんの特徴
小細胞肺癌、非小細胞肺癌(腺癌、扁平上皮癌、大細胞癌)では、
それぞれ発症割合や発生部位、進展速度などが異なります。


